








その他のタイトル Missionaries and Women's Education in Colonial




































とりわけ米国南長老教会海外伝導局（TheExecutive Committee of Foreign Missions, Presbyterian 
Church, U. S.）は、 1867ij三に＋1rnIJ、1885ifに日本、 1892ij三にijVjf!.!Jf：に、宣教師を派遣し、 ミッショ
ンを jjl:J いた。米 j~Iflf?1長老教会朝鮮ミッション（TheKorea Mission of the Presbyterian Church, U.S.) 





































































同年、初 ~ij': r\~~:Hi~ と，，ベ~＇； i~；別：＇J\の学科も定まった。初等課税は ~）＇l 者、朝鮮話、 j英文を中心とし、！こj:1 手
i市内！日こは烈書、救出書、 1リj鮮史、！日：界史、数学、自然科学、 j英文、作文、；子楽、 ~kw1：が設けられたっ
1910'.ifの平和主i併合後、同ミッションは、字文字｛flJII支の柱。iに才i今子し、 1914:¥j：）支ミッション年次
、児子，，i等学校2校（｛洋山と光州）と交子11等学校21交（光州とゴリl・I）をおき、他ステー































1920 年代に入って｜司ミッションは、公教育に対応してよ！：き伐るために、教育改：.＇ 1h：に来り 11Uしたo
!i1Jミソションは、各杭学校のままでは、卒業生の上級学校への進学などに障害がでてしまい、生
徒ばなれが起こりかねず、ひいてクリスチャンリーダーの養成に l主19'iWが~t じると懸念したり 1923
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籍する見交生徒数は8064 人に主った 1·10 しかし、教育 l~I J'l<.Jをめぐって、地域の靭］fi｛（：人（教会指導者、
住民、学父凡など）と宣教師の認識が必ずしも一致しておらず、そのず、れや葛藤があらわになる
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1925 年同月、光ナl·I で l~l;J かれた召集会議で、長老派女子カレッジの設立問題が提議され、 1926 王I ミ
！支のミツシヨンij三次会i；義で、手
）支のijミ次会議で、、長老派女子カレッジの設立に尽力している北長老教会に協力するという意見に















on Christian Education in Japan）によると、 1932年、！日等女学校以 i二の i：級課税を設けているミッ
































ンス牧f:i! (Rev. G. H. Jones、米国北メソジスト監督教会）により提出された朝鮮の教育に関する
意見書を検討して修正を加え、会議幸lif=1-書のi：付録に参考資料として添付した。それによれば＼在






































年度、 H本にはミッション系男女カレッジが2H交（中等教育機関441交）、 1j:1国には 141交（1:j1等
教育機関255i交）、朝鮮には2校（rj:i等教育機関371交）であったように句、！こi本においては高等教
育lj1心の、 tl1l~~l と i；りj鮮においては初 1¥:1等教Tl1:j1心の教育事業が進められた。それは、日本の高等

























て雄副たる認識を持った。例えば、在朝長老派宣教filの年次会議（TheAnnual Meeting of the 
































































































l~lJ i没以来のスピア女学校校長は、グラハム (1908～ 1909）、マックイン（191 0～ 1915, 1919 
～ 1923）、オーウェン（C.C. Owen 1915～ 1918）、マーティン（M.Martin 1923～ 1925）、カミ



































































第二に、スピア女学校卒業生のうち、 12人がi本留学を行い、全員が！日j教派i二！本ミ y ション
の金城高等女学校5学生（スピア女学校は修学年限4'.i！三の学校だったので）に編入した。 1889'.ijミ
に設置された金城女学校は、 1903年に普通科4年、高等科3年の7ijミi深校の 1j-t 等教育機関として




金城 ；~！1）等女学校と IWJ専門学校には、スピア女学校卒業生を含め、 i;U]f(l.'f：入学生49人（氏名が重
複する 3人の延べ人数）が官学した（全域高等女学校34人、同専11!'1：校15人）。そのうち、 40人






































































スピアの生徒たちは、ノj、規模のストライキを1iJIn! か）包こしたり、宣教 r＠のJ受業を il~i~ した






































、1'ihiJ は、総？守！｛J：の方針に辺らう穴教 !':Iii の行為は明ましくない治人 i；り）鮮人の騒乱やHe~義も事rm に
i出i上しなければならなかった。この点では立教i'lも当局も Hじ立j誌であったc 当局は、あまりに
も日教!':ii!IJに心：って、 1jUJ鮮人を刺激するのは避けなければ、ならないし、 11！.）＇に、 'i'Cifえnmの訴えに



























































2 李／~I 展は、·~－··I主J 17~J の宣救出Ii研究の限界を指摘し、アメリカ海外伝道組織の束アジア認識に注
leiする研究を行った。 i可「米国北長老教会海外宣教本部の束アジア認識と 105人事件」韓国
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4 朱i珂俊「米国南長老教会宣教ttl~の全経道宣教－初期宣教n11iの活動を中心に－J 全ナト！大学校日命
文集j第21号、 1993年、 369～ 390頁、朝鮮語；チャ・ジョンスン！米国市i支老教会ijl'it
教師研究（l) J )i'J南神学校『ネ1学理解j第35集、 2008年、 95～ 118真、朝鮮語；ソン・ヒョ
ンスク r1MJ南地方における米国南長老教会の拡散－1892～ 1942-j ¥itlj)J［大学校大学院時士学
校論文、 2011i＼三、 Mf.1.日吉；イ・ナムシク『rti長老教会宣教師WilliamM. Junkinの韓国宣教活
動研究j全州大学校大学院博士学位論文、 2011年、朝鮮話；カン・ギュム「米国市長老教会
韓国宣教部の全南地域における医療宣教－1898～ 1940-J JiWt天大学校南道文化研究所『南道
文化研究j 第 20 集、 2011 年、 449 ～ 478 頁、朝鮮~11- ; 1）ュ・デヨン「米国市長老教会主r教nm
テート（LewisBoyd Tate）家の韓国宣教Ji設問基督教原史研究所『！続出基督教と歴史j第37'J、
2012年、 5～ 35真、朝鮮語；ソン・ヒョンガン「W B. Harrisonの韓国宣教JI民間基督教）京史
研究所 f韓国基督教と歴史j第37号、 2012年、 37～ 641＠｛、 i；現f[!.'I：誌などが挙げられる。
5 1938年度、アジア全域に開かれていた宣教ステーションは2,977ヵ所、宣教師数はは，318人
（うち、未婚の婦人宣教師は5,371人、既婚の婦人宣教師は3,792人）であった。 J.I. Parker 
(ed.), Int仰向tativeStahstical Survey of the ViゐrldMission of the Christi仰 Chuγch,New York: Inter-
national Missionary Council, 1938, p. 20. 
6 米国南長老教会iヨ本ミッションに関連する研究として、真山光弥「米匡防j長老教会系の教育
機関Jrキリスト教史学j第45号、 1991年、 17～ 20頁； i可「私立全域女学校校t・ 設立者




7 W. B. Harrison, "General Report of Chunju Station, Nov. 10, 1900 to Sep. 1, 1901，” The M£sszon的｝
(February, 1902) p. 67. 
8 J,j、！亡、米i主i南長老教会朝鮮ミ yションの教育政策は、主にi可ミッションの年次会議の議事録
から l]j~ らかになったものである。 The Korea Mission of the Presbyterian Church, U. S. （以下、
KMPCと記する），Minzィtesof the AnnzイalMeetings, 1903-1938 (Korea Mission Papers, Presbyterian 
Heritage Center, Montreat, NC). 
9 i出英ヌ！！「日帝の対宣教師政策－GeorgeKennanの活動を 1:こl心として－J韓国史学会f史学研究j
第39号、 1987年、 299～ 324頁、朝鮮語。
10 R.工Colt，、 OurWork in Korea Finished？，” The Missionary Survey (July, 1914) p. 568. 
11 当局の在朝宣教師に対する認識は、次のようにまとめることが出来ょう。キリスト教はi本

















12 R. Knox，“Korea’s Need-Is It Nothing to You入” ThePresbyterian Survey (October, 1927) p. 617. 





会経営の初等学校65校（男子生徒3,217人、女子生徒1,006人）である o KMPC, Minutes of the 
Aηmual Meeting, 1935, pp. 61-62. 
15 WM. Junkin, "1、heMacedonian City From Korea，＇’ The Missionary (October, 1906) p. 450. 
16 KMPC,Mimィtesof the Annual Meeting, 1915, p. 75. 
J 7 KMPC, Minutes of the Annual Meeting, J 922, p. 36. 
l8 I i本のミッション組織によって女子高等教育がし 3かに実施され、また、日本の各教派の女子
1¥Hj等教育機関に、東アジア各地域からどれほどの官学生が在籍していたかに関しては、拙著
下旬！鮮女性の知！の回遊一植民地文化支配と日本留学－hL!Jl出版社、2005年、38～44頁を参照。
19 A Commission on Christian Education in Japan, Christiαn Education iη］a戸an,New York: The In-
ternat10nal Missionary Council, 1932 (Appendix-Table IV) 
20 111qにおけるミッション女子‘カレッジのfi之ιの京王杭（は、；欠のようにまとめることが出来る。





いと決議された。 1908年、仁1:1主i北部地方のユニオン女子大学（NorthChina Union Women’s 
Collegeが北京に設立された。そして、 1910年、世界宣教r＠会議（TheWorld Miss10nary 
Conference）の際に、女子カレッジ設立のさらなる必要性が認められたが、決議案には合ま
れなかった。しかし 1920年頃までには、北京、南京（Ginling College for Women、1915年
設立）、福州に女子カレッジ（HwaNan College for Women、1914il三設立）がすでに設立さ
れ、運営が軌道にのっており、広東女子カレッジも設立を目前にしていた。 ChinaCentenary 
Missionary Conference Records, RφoバザtheGreat Conference, Held at Shanghai, April 51 to May 
81i, 1907, New York: American Tract Society, 1907; Offices of the China Continuation Committee, 
Pγoceedings of the Eighth A：れnualMeeting of the ChinαConti nuαhon Cmnγnite, Shanghai, May 3-7, 
1920; W P Fenn，“The Christian Colleges of China in 1920，＇’Ever New Horizons: the Story of the 
United Boαγd JoγChγist£αn HigheγEducαtion in Asiα， 1922-1975, NoてせiNewton：もえ巳nnonitePτess, 
1980, pp. 3-7を参照。
21 1可教 ~JR海外伝道局のこのような日本認識は、 1919 年度総会に提出された年次報告書：のなか
で初めて明らかに表明された。 TheExecutive Committee of Foreign Missions, Presbyterian 
Church, U. S., Annual Rψort, 1919 (Presbyterian Heritage Center, Montreat, NC) 
22 The World Missionary Conference, Rψort of Commission ID, Edzκatum in Relation to the Chris” 
tianizat£on of National Life, Oliphant, Anderson & Ferrier, Fleming H. Revell Company, 1910, p. 
390. 
23 A. K. R，巴schaueτ，To!?yoWomαn’s Christi:αn College: Its Fouγidingαnd Early Developments, Tokyo: 
The Academic Society of Tokyo Woman’s Christian College, 1955, pp. 17-22. 
24 D. W Lyon，“Chinese Students in Japan，＇’ The Christian Movement in ]1ψan, published by the 
Standing Committee of Cooperating Christian Missions, 1906, p. 118. 
25 ]. I. Parker (ed.), Ibid., p. 26. 
26 C. C. Vinton, "Presbyterian Mission Work in Korea，＇’ The Misswnaり1Review of the iめrld(Vol. 6 















28 E. Wagner，“Higher Education for Girls in Korea，＂η1e Christi仰 Movementin }ajJαn, published by 
the Standing Committee of Cooperating Christian Missions, 1914, p. 469. 
( 24) 
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29 ]. H. McCutchen，“The Education and Training Best Suited to Fit the Korean Woman for Her Real 
Sphere，＇’ The Korea Mission Held (January, 1915) pp. 114-115. 
30 L. Dupuy，“Southern Presbyterian Girls' School, Soonchun，＇’ The Christianλ!Jovement in the 
]a戸aneseEm戸ire,published by the Standing Committee of Cooperating Christian Missions, 1915, 
pp. 484-485. 
:31 1870 年代から 1920年代までのアメリカ・プロテスタント女性運動（特に、海外伝道運動）は、
「世界におけるアメリカ友性の役割」という考え方をアメリカ女性に普及させた。その点に
関しては、次の研究室：を参照。 R.Pierce Beaver. Americ仰 Protestant持'omenin昨'orldMission: 
A Histmy of the First f初iinistMovement in North Ame1ゴca,Grand Rapids, Michigan: William B. 
Eerdrnans Publishing Company, 1968; Patricia R. Hiss, The杯七rldThei1’Household: the Americaη 
Hゐmαn'sForeign Mission Movement and Cultural 1均nsformatioη，1870-1920,Ann Arbor: Univer-
s1ty of Michigan Press. 
:32 E. Graham Letter, E. Graham to the Executive Committee of Foreign Missions, May 31, 1909 
(Presbyterian Heritage Center, Montreat, NC) 
33 A. McQueen Letter, A. McQueen to the Executive Committee of Foreign Missions, Summer, 1919 
(Presbyterian Heritage Center, Montreat, NC). 
34 このような視点からのアメリカ人在朝婦人宣教師やアメリカ人在日婦人宣教師に関する研究
として、安ソンミ「近代初期朝鮮に派遣されて女宣教師のファミニズムH神学思想j第125号、
2004年、 65～ 91真、初鮮語；小槍山ルイ fアメリカ婦人宣教nm－来日の背景とその影響－j
東京大学uリ版会、 J992 ij－：を挙げ、ることができる。
35 A. McQueen, Jennie S戸eerSchool, Kwangju, Korea, published by Educational Department of the 
Executive Committee of Foreign Missions Presbyterian Church in the U. S., pp. 5向6(Korea 
Mission Papers, Presbyterian Heritage Center, Montreat, NC). /J：＼版年度不明。






Woman’s Auxiliary of the Presbyterian Chui℃h, U.S.）の 1927年度告IJ交記念日に寄付金5,000ド
ルを｛！？でやっと実JlにliJかった。
38 A. McQueen，“Kwangju Girls’School，＇’ The Missionary Survey (December, 1915) pp. 932-933. 
:39 A. J:VlcQueen Letter, A. McQueen to the Executive Committee of Foreign Missions, June, 1922 
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41 金城高等女学校と i可専門課程における朝鮮入学生らの統計は、拙著、 ［：掲書、 42員ー からの
手f1.7I 用。
42 L. Dubose, The S戸eerSchool for Girls, Kwaη:gju, Korea, published by Education Department of the 
Presbyterian Church in U. S. (Korea Missions Papers, Presbyterian Heritage Center, Montreat, 
NC). H:1版年度不明。
43 Kwαng;九Korea,1923, pp. 27-28. 
44 この証言は、拙著、上掲書、 43～ 44頁からの再引用。
45 その詳細な経緯などに関しては、韓哲l義fI:]本の朝鮮支配と宗教政策J未来社、 1988'.ij三；長
Il彰文「iヨ本の朝鮮統治における f皇民化政策jと在朝米国人宣教nmへの圧力－追放一利1-:J
参拝問題を中心に－Jr上空i1史乎：J54号、 2009年、 1～ 30頁；安ジョンチョル「1:帝の判il:
参拝強要と米国国務省の対応－1931～ 1937－」韓国史制究会開itl主i史1iJI：究j第145号、2009年、
187～ 217真、朝鮮詰を参！li:¥o
46 The Executive Committee of Foreign Missions，“Policy Regarding Schools in Korea," (M. B. Knox 
Box, Presbyterian Heritage Center, Montreat, NC) 
47 報告されている内容の真相は確認できないが、千lj哨：参拝問題をめぐってスピ7／；；学校で多依
な立士易が交錯したことを知ることができるので使うことにした。
48 アメリカの rTheSunday School TimesJ (1937年6月19I二i 付）は、神社参釘2 を J［~否し学校 JUj
~l1i を断行しようとするミッションの方針に反対し、スピア女守斗交生徒たちカゆ·c~義を行った
事件について、目撃者である宣教師の手紙を入手し、「i）守口N（＇－ ミッション学校における騒援」




50 当時の朝鮮女性知識人のジェンダ一意識に関しては、 Jil若、上掲書、 133～ 166頁、川i立民地
朝鮮における f良妻賢母Jというジエン夕、、一規範一女性知識人の議論の分析を 11，心として－」
女性史総合研究会問斗Ii女性史学j第14号、 2004年、 13～ 37頁を参！！日されたい。
51 iH1若「植民地朝鮮に渡ったコロニアル・ミッショナリ一一日本人女教員を i1-心に－J史学州：
究会 f史林j第97巻l号、 20J4年、 171～ 203廷を参照。
( 26) 
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